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研究成果の概要（和文）：研究期間全体を通じて、「＜他＞文化理解思想」を研究手法として実践することの成果とし
て、海外共同研究者との国際連携および日本のアメリカ哲学、京都学派の哲学の研究者とも協力しつつ、アメリカ、ヨ
ーロッパの研究者と、教育と哲学の学際的国際的対話のネットワーク構築を推進し、さらに平成26年度には本課題研究
を通じた3年間の実績を評価されヘルシンキ大学より研究経費つきで客員研究員として招聘された。これにより、北欧
のアメリカ哲学研究者とのアメリカ哲学の文化横断的対話関係が新たに発展するに至った。

研究成果の概要（英文）：By practicing the idea of “understanding other cultures” as a research method, 
the international and interdisciplinary network of dialogue in philosophy and education has been promoted 
in collaboration with American and European researchers and with Japanese experts in the Kyoto School of 
philosophy. In 2014, as a result of various achievements in this research project, I was invited to be a 
Visiting Fellow at the University of Helsinki. As a result the research link with North European 
researchers in American philosophy has further developed the network’s cross-cultural dialogue.

研究分野： アメリカ哲学、教育哲学

キーワード： アメリカ超越主義　プラグマティズム　スタンリー・カベル　政治教育　生き方としての民主主義　＜
他＞文化理解　哲学の文化横断的対話　国際研究者交流（アメリカ、ヨーロッパ）

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 政治教育や異文化理解の教育について
の研究全般は国内外ともに数限りないが、ア
メリカ哲学（プラグマティズムと超越主義）
を基に、政治教育を実存的、倫理的な＜他＞
文化理解の観点から再構想する研究は、国内
においては見当たらない。本研究は、「多」
文化理解とも「異」文化理解とも異なる＜他
＞文化理解の視点から「政治性」の意味と「政
治教育」のあり方を再構築してゆくことが必
要であるとの動機により開始された。 
(2) それまでの研究代表者の研究成果を統
合発展させ、異質な他者に開かれた民主主義
社会の創造という具体的な問題意識に照ら
して、現代社会と教育におけるアメリカ哲学
の新たな可能性を開拓する研究に取り組む
にいたった。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、グローバル化の時代に自文化、
自言語との関わりを再考し、他者に開かれた
隣人性を文化の内側から育むために、倫理的、
実存的な人間変容と不可分な＜他＞文化理
解のための政治教育の再構築を目指す。 
(2) そのための哲学的視座として、プラグマ
ティズムと超越主義のアメリカ哲学を移民
性の哲学、翻訳の哲学として再解釈し、「偉
人と異人を受容する民主主義共同体」の創造
に資する教育的意義を導き出す。 
(3) 研究手法として、アメリカ、アジア、ヨ
ーロッパの研究者の文化横断的対話を通じ
てアメリカ哲学の現代的意義を批判的に解
明しつつ、それが人間変容に関わる広義の政
治教育に対してもつ実践的意義を明らかに
する。 
 
３．研究の方法 
(1) アメリカ哲学がグローバル化の時代に
もつ政治教育への意義を明らかにするため
に、境界を越えて外部者（文化、他者）の視
点から、自文化、自言語の前提を批判的に揺
さぶる「＜他＞文化理解の思想」を研究手法
として実践する。 
(2) 具体的には、(a)＜他＞文化の多様なパ
ースペクティブの交差を通じてアメリカ哲
学を批判的に再吟味し再構築するための、ア
ジア、ヨーロッパ、アメリカの研究者による
「哲学の文化横断的対話」を軸にし、(b)哲
学者と教育学者の学際的対話を中心に、人文
系の研究が市民としての生き方やその教育
にもつ意義を明らかにすべく、日常性の哲学
としてのアメリカ哲学の実践的意義を批判
的・創造的に再考する「脱領域的対話」の場
を築く。 
 
４．研究成果 
(1) 海外共同研究者（英国）との国際連携を
軸に、国際会議、シンポジウムを開催し、ア
メリカ哲学と他文化理解、政治教育に関わる
共同著作の編集企画（日本語・英語）を推進

した。海外共同研究者との共編著である『翻
訳のさなかにある社会正義』については 2015
年秋に東京大学出版会より刊行される。同じ
く共編著である Education and the Kyoto 
School of Philosophy (2012)および Stanley 
Cavell and the Education of Grownups (2012)の
2 冊が刊行され、3 冊目 Walden in Tokyo: 
Stanley Cavell and the Thought of Other Cultures
については、現在海外共同研究者と原稿を米
国の出版社に提出すべく準備を進めている。 
(2) 海外共同研究者単著『自己を超えて：ウ
ィトゲンシュタイン、ハイデガーと言語の限
界』（ポール・スタンディッシュ著／齋藤直
子訳）(法政大学出版局)を出版した。 
(3)単著『アメリカ哲学の夜明け』（みすず書
房）が本年度刊行予定である。 
(4) 新たな企画として、(a)翻訳書スタンデ
ィッシュ著『過剰な思考』（法政大学出版局
プロポーザル受理、出版決定）、(b)編著『哲
学のサブジェクト転換』（東京大学出版局、
プロポーザル受理、出版決定）の展望が開け
た。 
(5)アメリカ哲学促進学会で発表した論文 
“Is Dewey More Cosmopolitan than Thoreau?”に
て Joseph L. Blau Prize 賞を受賞した。 
(6)業績を認められアメリカ哲学促進学会で
日本人初の理事に選出され 2016 年度の共同
プログラム実行委員長を務めることになっ
た。国際教育哲学会の 2016 年度大会のプロ
グラム実行委員長を務めることになった。 
(7)上記の出版企画、国際会議を通じてアメ
リカ、イギリス、イタリア、フランス、北欧
のアメリカ哲学研究者と＜他＞文化理解の
ための政治教育という課題にとりくむ哲学
と教育の国際ネットワークが飛躍的に発展
した。 
(8)国内では、教育思想史学会、日本哲学会、
日本学術会議と日本社会学会の共催パネル
などで教育と哲学、社会学の学際的研究交流
を行い、研究課題の当初の目的を達成した。 
(9)国外では採択率５割未満のアメリカを中
心とする国際学会で毎年審査受理論文を発
表し、研究成果を国際的に発信した。 
(10)最後の 2年間については、研究業績を評
価されヘルシンキ大学より研究経費付きで
１年間客員研究員として招聘され、これによ
り、北欧を含む欧米との国際ネットワークが
飛躍的に発展した。 
 
５．主な発表論文等 
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2014Uppsala University, Department of 
Education).（招待講義） 
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August 23, 2014.（審査受理論文） 
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再生」日本学術会議社会学委員会社会理論分
科会主催／日本社会学会共催 公開シンポ
ジウム「モダニティの再規定――ポスト近代
を超える時代認識」（2013 年 10 月 13 日 慶
應義塾大学三田キャンパス）（招待講演） 
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ェクト転換」教育思想史学会年次大会パネル
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ンパス） 
⑪Naoko Saito, “American philosophy and its 
Eastern strains: Crisis, resilience, and 
self-transcendence,” XXIII World Congress of 
Philosophy (University of Athens, Athens, 
August 6, 2013). 
⑫Naoko Saito, Introduction to the book launch 
for Stanley Cavell and the Education of 
Grownups (Eds. Naoko Saito and Paul Standish) 
(Institute of Education, University of London 
(June 25, 2013).（招待講演） 
⑬齋藤直子「哲学のサブジェクト転換：ポー
ル・スタンディッシュ著『自己を超えて』」
日本哲学会年次大会公開ワークショップ
（2013 年 5 月 12 日 お茶の水女子大学） 
⑭Naoko Saito, “The Dawning of American 
philosophy: From Putnam and Rorty towards 
Cavell” Society for the Advancement of 
American Philosophy, 40th Annual Meeting (The 
Richard Stockton College of New Jersey, Friday 
8 March 2013).（審査受理論文） 
⑮Naoko Saito, “Exceeding Thought: Standing 
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Paul Standish’s book, Beyond the Self: 
Wittgenstein, Heidegger, Levinas and the limits 
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㉑ Naoko Saito, “Conversation without 
conversion: Becoming political in uncommon 
schools,” the annual meeting of Philosophy of 
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